
 

発言順位１３    ６番 太 田 佳 孝 議員 （一問一答） 

１ 磐田市防潮堤整備事業について 

⑴ 太田川河口部付近における防潮堤整備事業について 

① 太田川左岸より袋井市境までの、防潮堤整備で今後予定される整備

事業計画を伺います。 

② 隣接自治体（袋井市）境の防潮堤整備事業計画において、堤防接合

部における袋井市との合意計画内容を伺います。 

③ 太田川河口の河川内の右岸・左岸における防潮堤整備について伺い

ます。 

⑵ 浜松市沿岸防潮堤整備による磐田市への影響について 

県交通基盤部の発表で、レベル２津波発生の仮定において、浜松市の

防潮堤からの反射により、その影響を受け天竜川河道で局所的な水位上

昇が発生するとあります。 

① 現況堤防高の最大水位と１３ｍ防潮堤整備後の最大水位及び最大水

位の差を伺います。 

② 天竜川の河川内の水位が上昇し、磐田市では津波の浸水面積が約２

ｈａ増加すると検証されています。この検証をふまえた本市の津波対

策の対応と今後の整備計画を伺います。 

⑶ 防潮堤の強度について 

① ２６年１１月議会の志政会の代表質問に、「津波に対する耐久力の検

証は、市単独で行うことは技術的に困難であることから、県に対し実

施を要請しています。」との回答でした。 

浜松市では「ＣＳＧダムの設計・施工法を開発した財団法人ダム技

術センターと度重なる協議を行い、砂地盤の上でも防潮堤が安定する

ことができる地盤強度を設定した。」とあります。 

隣接する自治体（浜松市）が具体的な工法を提示し、強度の設定を

しています。本市が県に耐久力の検証を要請して１年余が過ぎました

が、その後の実施経過を伺います。 

② 単独の自治体での検証が困難な理由と、現在建設中の防潮堤の地盤

調査方法や工法、及びその調査方法や工法選定理由を伺います。 



 

２ 磐田市の諸課題について 

⑴ 交通事故について 

① 今年度における磐田市の交差点事故件数、高齢者事故件数、１５歳

以下の事故件数、及び各々の死亡事故件数と人身事故件数割合を伺い

ます。又、前年度比を伺います。 

② 各死亡事故現場で事故後の対処と今後の対応を伺います。 

③ 高齢者の死亡事故が多く発生しています。事故後の対処と今後の対

応を伺います。 

④ ２月８日に市内の県道交差点で起きた、小学生死亡事故の、その後

の各学校の通学路の検討、及び事故後の対処と今後の対応を伺います。 

⑤ 市内における「歩車分離式信号」の現況と、導入へ今後の対応を伺

います。  

⑵ 災害等における非常用電源について 

市公用車に電気自動車を導入し、普段の走行時は二酸化炭素を排出し

ない環境に配慮した車として活用し、災害等において機動性のある非常

用電源として防災拠点で利用する電気自動車導入の見解を伺います。 

⑶ 各施設における市特産品の展示について          

史上初のニュートリノ観測という大偉業を成し遂げた、岐阜県神岡町

のカミオカンデは、磐田市下神増の浜松ホトニクスで製造された大口径

光電子増倍管が観測したものです。 

ノーベル賞をも受賞したこの光電子増倍管技術は、市の大きな財産で

あると考えます。このような市民の誇りである特産品を市内外に知らし

める事は、市民の郷土愛が増すと共に、市外への大きな宣伝効果も含ま

れ、人口減少社会において、本市移住へのアドバンテージにもなると思

われます。 

そこで、集客力の高い各施設（駅・高速道路ＰＡ・モール等）におけ

る市特産品の展示についての見解を伺います。 


